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検証を行った（写真-1）。サンプル映像は2地点の4

時間帯、計8時間分とした。映像にはヘッドライトに

よるフレアなど、精度確保が難しいとされる状況の

ものも含まれている。 

自動車全体（6社実施）及び大型車のみ（4社実施）

の観測精度の検証結果を図-3に示す。なお、6社のう

ちC、Fの2社はサンプル地点の別映像による追加学習

を行っている。自動車類全体の検出率で比較すると、

朝、昼の各時間帯において観測精度が誤差±10%以

内となったのは、地点1で5/6社、地点2では4/6社と

高い割合であり、十分な精度が得られているといえ

る。一方、夕方、夜の各時間帯では、地点1では3/6

社、地点2では2/6社と低い割合になっており、精度

確保が困難であった。また、追加学習を行った2社に

おいては、学習後に観測精度の向上がみられた。 

 

 

 

図-3 サンプル映像による観測精度 

大型車のみの観測精度については、全社において

ほぼ観測精度が確保されていないが、こちらも追加

学習により精度の向上がみられた。 

 

４．AI交通量観測装置の機器仕様について 

ヒアリング結果及びサンプル映像による観測精度

の検証結果をもとに作成したAI交通量観測の観測装

置機器仕様（案）を表-2に示す。 

表-2 AI交通量観測装置機器仕様（案）概要 

 
車線数については、4車線以下のみを対象とし、観

測精度については、ヒアリング結果及び検証結果よ

り、夕方や夜の時間帯において精度確保が難しいこ

とが判明したため、日中の7～16時のみ観測精度の確

保を求めることとした。また、車種分類については、

検証結果より大型車の判別が難しいことが想定され

るため、自動車類全体の交通量のみ±10%の観測精

度を求めることとした。ただし、精度は求めないも

のの、今後の活用を見込み、小型車、大型車（バス、

貨物）、自転車、自動二輪車の分類が可能であるこ

とを仕様として定めた。 

 

５．おわりに 

本研究において、AI交通量観測の現状や導入課題

を整理し、機器仕様（案）を作成した。現在、本仕

様に基づき、各地方整備局においてAI交通量観測装

置の導入が進められているところである。 

今後の課題として、精度確保が難しい夕方、夜の

時間帯や車種分類について、観測精度の向上を図っ

ていくとともに、補正による対応方法を検討してい

く必要がある。 

☞詳細情報はこちら 

1)画像認識型交通量観測装置 機器仕様書（案）（令

和元年6月） 

http://www.mlit.go.jp/tec/it/denki/kikisiyou/t

ouitusiyou_18gazoutorakanR0106.pdf 

項　目 仕　様

対象車線数 ４車線以下

観測精度
日中（7～16時）において、
上下線別の自動車交通量±10%以内

車種分類
小型車、大型車（バス、貨物）、
歩行者、自転車、自動二輪車
（ただし、精度は求めない）

写真-1 AI交通量観測技術の一例 
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１．はじめに 

国総研では、土木構造物の耐震設計基準の合理

化・高度化及び地震時挙動の解明を目的として、昭

和33年から地震時挙動の観測をしている。従来は、

コスト等の理由により一つの構造物あたり3箇所程

度で行っていた。これまでは、得られた観測記録に

よる構造物の地震時挙動の分析を踏まえ、実地震時

の被害の状態に照らして包括的に耐震設計法の妥当

性を検証してきたが、新たな構造形式の開発などを

想定すると、部材毎の減衰特性等やその構造物全体

の挙動との関係も精度良く把握することが必要と考

えられ、一つの構造物に対し、複数の箇所で観測す

る必要がある。 

近年では、 MEMS（ Micro Electro Mechanical 

Systems）式加速度計等の小型かつ安価な計測機器の

開発や無線通信技術の発達により、一つの構造物に

対して複数箇所での観測が低コストで実現できるこ

とが期待されている。しかし、これらの新技術は、

屋外での通信技術や電源の確保など、運用面での検

証が不十分であった。構造物の地震時挙動観測は広

く実施されているものの、MEMS式加速度計や無線通

信技術を屋外で用いている例は多くない。そのため、

国総研では、これらの新技術の適用性を検証し、新

技術を活用して一つの構造物の複数箇所を観測し、

容易に構造物全体系の挙動を観測できるシステム

（以下、「強震モニタリングシステム」という。）

の構築を進めている。 

２．観測システムの概要 

 強震モニタリングシステムの概要図を図-1に示す。

橋に設置した加速度計で観測した記録は、リアルタ

イムの連続記録として現地の受信機に無線通信で集

約され、受信機からモニタリングシステムのサーバ

に送信される。サーバでは得られた記録から橋の挙

動等が計算され、執務室のPCからサーバにアクセス

することで計算結果を確認することができる。 

国総研では、強震モニタリングシステムの有用性

を検証するために、茨城県内の高架橋1橋を対象に試

験的にMEMS式加速度計の設置を行った。 

本研究で構築した強震モニタリングシステムは、

観測記録が無線通信で回収可能のため、配線等の設

計・設置を実施する必要がない。さらに、センサー

が小型になったことにより、検査路を用いて磁石や

接着剤で取り付けることができ、設置作業が簡易で

あることが挙げられる。強震モニタリングシステム

を構築するそれぞれの加速度計は、バッテリーで稼

働しており、屋外での電気の確保が容易である。 

３．性能検証 

橋にMEMS式加速度計を設置し、省電力で長距離の

通信が期待できるFM式の通信モジュールを用いた無

線通信により得られた記録を基に検証を行った結果、

以下の点を確認した。 

･橋に加速度計を複数個設置し、観測された地震記録

を比較した結果、主桁下フランジ、橋脚橋座、フー
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図-1 強震モニタリングシステム概要図 
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チング上面で得られた記録はそれぞれ異なる特徴を

持ち、地震時に橋の各部位は複雑に挙動しているこ

とが確認できた。 

･MEMS式加速度計は、従来観測に用いている地震計

（サーボ型地震計）の記録とほぼ同じスペクトルの

形状を示しており（図-2）、従来の観測と同等であ

ることを確認した。 

･FM式の無線通信による観測記録は、送信時のデータ

圧縮により長めの周期で精度の良くない部分が見ら

れたが、ピーク値等の橋の地震時挙動の観測に必要

な特徴は合致していた（図-3）。データの圧縮を改

善すると、長めの周期でも概ねピーク値が一致した。 

・FM式無線通信の通信モジュールをSub-GHz帯に変更

することで、100m以上離れても観測記録を伝送でき

ることを確認した。さらに、それぞれの加速度計か

ら独立して受信機に観測記録を伝送するのではなく、

加速度計に無線通信で観測記録を送受信する機能を

付加し、加速度計同士をリレーさせることで無線通

信の距離を短くて通信安定性を向上させた。 

 本研究で構築した強震モニタリングシステムの構

成図を図-4に示す。また、強震モニタリングシステ

ムの設置例を図-5に示す。令和元年度は、図-6に示

した東北地方から九州地方に架設されている橋に強

震モニタリングシステムを設置した。 

４．今後の予定 

強震モニタリングシステムで得られた全国の様々

な形式の橋の地震時挙動記録を分析し、橋の地震時

挙動の検証を行う。さらに、強震モニタリングに加

えて、強震時や被害発生時に、観測結果から被害内

容を検知する「即時被害検知機能」の検証を行う予

定である。 

図-6 設置位置（東北－九州地方） 

：設置地点

  図-4 強震モニタリングシステム構成図 

橋に設置した加速度計（センサ）

受信アンテナ

データ伝送
（リレー方式）

送信アンテナ

バッテリー

地表の
加速度計(センサ)

現地観測局舎

執務室受信機

インターネット

クラウドサーバ
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図-3 無線通信と有線通信の観測記録の比較 
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図-2 サーボ型地震計とMEMS式加速度計の比較 
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図-5 強震モニタリングシステム設置事例 
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